
 

 

練
馬
区
教
育
委
員
会
は
、
武
蔵
学
園
大
講
堂
な

ど
５
件
を
登
録
文
化
財
に
登
録
し
た
。
区
で
は
、

か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
を
守
り
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

３
月
に
「
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

文
化
財
の
指
定
・
登
録
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
・
登
録
候
補
の
文
化
財
は
、
区
が
事
前
調

査
を
行
い
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
指
定
・
登
録

さ
れ
る
。
登
録
文
化
財
の
中
で
特
に
価
値
が
高
い

も
の
が
、
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。
こ

れ
に
よ
り
区
の
登
録
文
化
財
は
２
０
９
件
、
そ
の

う
ち
指
定
文
化
財
は
45
件
と
な
っ
た
。

今
回
登
録
さ
れ
た
文
化
財
の
う
ち
「
高
松
の
御

嶽
講
関
係
資
料
」
の
一
部
な
ど
は
、
石
神
井
公
園

ふ
る
さ
と
文
化
館
で
３
月
23
日
（
水
）
か
ら
５
月

29
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
、
特
別
に
展
示
さ
れ
る
。

高
松
の
御
嶽
講
関
係
資
料
な
ど
５
件

有
形
文
化
財
　
武
蔵
学
園
大
講
堂

学
校
法
人
根
津
育
英
会
武
蔵
学
園
（
豊

玉
上
１
ー
26
ー
１
）

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
日
本
の
代
表

的
な
建
築
家
の
佐
藤
功
一
の
設
計
に
よ

り
、
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
の
講
堂
と
し
て

建
築
さ
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

一
部
鉄
骨
造
、
２
階
建
。
半
円
ア
ー
チ
使

用
な
ど
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
意
匠
や
、
外

壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
な
ど
に
時
代
の

特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

有
形
文
化
財
　
武
蔵
大
学
３
号
館

学
校
法
人
根
津
育
英
会
武
蔵
学
園

（
豊
玉
上
１
ー
26
ー
１
）

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
旧
制

武
蔵
高
等
学
校
の
校
舎
と
し
て
建
築

さ
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

塔
屋
付
、
３
階
建
。
塔
屋
を
中
心
に

左
右
対
称
の
形
で
あ
る
。
区
内
に
残

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
近
代
建

築
と
し
て
最
も
古
い
建
物
。

有
形
文
化
財
　
阿

弥
陀
堂
の
半
鐘

阿
弥
陀
堂
（
北
町

２
ー
18
ー
１
）

１
８
４
３
（
天
保

14
）
年
に
江
戸
の
鋳

物
師
（
い
も
じ
）
で

あ
る
粉
川
市
正
（
こ

か
わ
い
ち
の
か
み
）

の
造
っ
た
銅
製

の
半
鐘
。
総
高

59
cm
、
口
径

33
・
５
cm
。
か

つ
て
北
町
２
丁

目
に
あ
り
廃
寺

と
な
っ
た
清
性

寺
（
せ
い
じ
ょ

う
じ
）
が
阿
弥

陀
堂
を
管
理
し

て
い
た
こ
と

や
、
旧
下
練
馬

村
の
人
々
の
名

な
ど
が
刻
ま
れ

て
い
て
、
地
域

の
歴
史
を
伝
え

る
資
料
。

有
形
民
俗
文
化
財
　
高

松
の
御
嶽
講
関
係
資
料

宗
教
法
人
練
馬
御
嶽
一

山
開
闢
講
社
（
高
松
６
ー

34
ー
２
）

１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
に
旧
上
練
馬
村
高
松
（
現
高
松
五
丁
目
・
六

丁
目
周
辺
の
地
域
）
で
結
成
し
た
木
曽
御
嶽
（
お
ん
た
け
）
講
の
御
嶽
一

山
開
闢
講
社
（
い
っ
さ
ん
か
い
び
ゃ
く
こ
う
し
ゃ
）
に
伝
来
し
た
古
文
書

や
道
具
類
な
ど
１
９
３
点
。
御
嶽
講
の
運
営
、
御
嶽
山
参
詣
の
様
相
や
そ

の
推
移
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
群
。

有
形
民
俗
文
化
財
　
永
享
八
年
の
夜
念
仏
板
碑

宗
教
法
人
三
宝
寺
（
石
神
井
台
１
ー
15
ー
６
）

１
４
３
６
（
永
享
８
）
年
、
夜
念
仏
供
養
に
関
わ
り
造
ら
れ
た
板
碑
。
緑
泥
片
岩
（
り
ょ
く
で

い
へ
ん
が
ん
）
製
。
高
さ
１
２
６
cm
、
幅
は
32
・
５
cm
、
上
下
二
つ
に
折
れ
て
い
る
が
そ
れ
以
外

に
欠
損
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
く
保
存
状
態
は
良
好
。
国
内
に
残
る
夜
念
仏
板
碑
の
な
か
で
最
古
の

紀
年
銘
を
も
つ
板
碑
。

武蔵学園大講堂

武蔵大学３号館

阿弥陀堂の半鐘



光
が
丘
の
大
半
は
練
馬

区
に
属
し
て
い
る
、
練
馬

の
地
名
は
ど
こ
か
ら
来
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

ル
ー
ツ
は
、
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
諸
説
を
こ
こ
で

と
り
あ
げ
て
み
る

そ
の
一
　
昔
、
練
馬
の

あ
た
り
は
草
深
い
武
蔵
野

の
原
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、

篠
と
い
う
野
武
士
が
大
勢

の
人
を
使
っ
て
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
集
め
て
き
た
馬
を

訓
練
し
、
そ
れ
を
馬
市
に

出
し
て
商
い
を
し
て
い

た
。
昔
か
ら
馬
を
馴
（
な
）

ら
し
て
ク
セ
を
な
く
す
こ

と
を
「
ね
る
」
と
い
っ
た

の
で
、
「
ね
る
う
ま
」
が

な
ま
っ
て
「
ね
り
ま
」
と

な
っ
た
。

そ
の
二
　
六
百
年
ほ
ど

前
、
今
の
豊
島
園
の
正
面

入
口
を
入
っ
た
あ
た
り

は
、
豊
島
と
い
う
殿
様
の

城
だ
っ
た
。
家
来
の
中
に

篠
と
い
う
勇
士
が
い
て
武

士
を
集
め
て
は
近
く
の
栗

山
と
い
う
と
こ
ろ
で
乗
馬

を
教
え
て
い
た
。
そ
れ
で

「
の
り
う
ま
」
が
な
ま
っ

て
「
ね
り
ま
」
に
な
っ
た
。

そ
の
三
　
千
年
ほ
ど

昔
、
武
蔵
の
国
（
今
の
埼

玉
県
や
東
京
都
）
の
中
心

と
、
下
総
の
国
（
今
の
千

葉
県
）
の
中
心
と
を
結
ぶ

道
に
、
駅
が
な
く
て
は
不

便
だ
っ
た
の
で
「
豊
島
」

と
「
乗
潴
（
の
り
う
ま
）」

の
二
つ
の
駅
を
つ
く
っ

た
、
こ
の
「
の
り
う
ま
」

が
な
ま
っ
て
「
ね
り
ま
」

に
な
っ
た
。

そ
の
四
　
練
馬
に
は
石

神
井
川
、
白
子
川
、
田
柄

川
、
中
新
井
川
な
ど
の
川

が
流
れ
、
魚
や
螢
が
多
く
、

低
い
谷
間
の
あ
ち
こ
に

ち
、
き
れ
い
な
泉
が
沸
い

て
い
た
。
ま
た
三
宝
寺
池

や
、
富
士
見
池
、
井
頭
池

や
貫
井
池
も
、
こ
ん
も
り

し
た
森
に
囲
ま
れ
、
一
年

中
水
が
沸
い
て
い
た
。
池

や
沼
や
泉
の
奥
ま
っ
た
と

こ
ろ
と
か
、
谷
間
の
水
の

出
る
と
こ
ろ
を
昔
か
ら

「
根
沼
」
と
い
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
練

馬
に
は
「
根
沼
」
が
多
か

っ
た
の
で
「
ね
ぬ
ま
」
が

「
ね
り
ま
」
に
な
っ
た
。

全
国
的
に
有
名
な
練
馬

の
産
物
は
何
と
い
っ
て

も
、
練
馬
大
根
。

江
戸
時
代
の
初
期
、
江

戸
の
人
口
は
、
ま
だ
十
五

万
人
程
度
だ
っ
た
が
、
江

戸
築
城
と
市
街
地
の
開

発
、
参
勤
交
代
に
よ
る
武

家
人
口
の
増
加
で
急
激
に

人
口
が
増
え
、
一
六
九
五

（
元
禄
八
）
年
に
は
八
十

万
人
に
も
達
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
を
ま
か

な
う
た
め
、
江
戸
幕
府
は
、

野
菜
類
の
生
産
に
力
を
入

れ
た
。
練
馬
は
大
根
を
始

め
、
四
季
折
折
の
野
菜
出

荷
の
近
郊
農
村
と
し
て
、

土
地
に
合
っ
た
特
産
物
を

生
み
出
し
た
。
八
人
分
を

運
搬
す
る
と
い
わ
れ
る
大

八
車
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃

で
、
練
馬
や
亀
戸
の
大
根
、

砂
村
の
ね
ぎ
、
目
黒
の
筍
、

葛
西
の
青
菜
類
な
ど
が
盛

ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

江
戸
初
期
の
一
六
五
五

（
明
暦
元
）
年
、
朝
鮮
か

ら
使
節
団
一
行
が
四
代
将

軍
家
綱
を
お
と
ず
れ
た

が
、
そ
の
聞
見
別
録
に

「
菁
根
（
大
根
）
則
味
亦

好
。
而
本
細
而
長
」
と
あ

り
、
大
根
の
評
判
が
よ
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
大

根
が
形
な
ど
か
ら
推
測
し

て
練
馬
大
根
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
練
馬
大
根
は
、

あ
ち
こ
ち
に
紹
介
さ
れ
、

今
の
よ
う
に
全
国
的
に
有

名
に
な
っ
た
。

練
馬
大
根
は
も
と
も
と

尾
張
か
ら
も
っ
て
来
た
も

の
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
黒
、

腐
蝕
土
が
豊
富
な
練
馬
地

方
の
土
地
に
最
も
適
し
た

も
の
と
し
て
生
産
さ
れ

た
。
大
根
か
ら
作
ら
れ
る
、

た
く
あ
ん
の
生
産
も
盛
ん

で
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）

年
の
「
東
京
府
資
料
」
に

よ
る
と
練
馬
地
方
の
大
根

生
産
量
は
東
京
府
の
八

〇
％
を
占
め
て
い
る
。

と
く
に
光
が
丘
地
区
の

田
柄
、
高
松
（
上
練
馬
村
）

は
最
高
の
生
産
量
を
誇
っ

て
お
り
、
今
で
も
漬
物
工

場
が
多
い
。

今
か
ら
三
百
三
十
八
年

前
の
一
六
七
八
（
延
宝
五
）

年
の
こ
と
。
の
ち
に
五
代

将
軍
と
な
っ
た
綱
吉
は
、

ま
た
、
館
林
の
殿
様
で
右

馬
頭
（
う
ま
の
か
み
）
と

も
呼
ば
れ
て
も
い
た
。
学

問
が
好
き
で
、
毎
日
部
屋

に
こ
も
っ
て
本
ば
か
り
読

ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
思

い
脚
気
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。
い
ろ
い
ろ
手
を
尽

く
し
た
が
、
良
く
な
ら
な

い
の
で
、
易
者
に
み
て
も

ら
っ
た
。

「
江
戸
の
郊
外
で
、
殿

様
の
名
前
の
右
馬
頭
に
ち

な
ん
で
、
馬
の
つ
く
土
地

で
、
の
ん
び
り
休
養
さ
れ

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
馬
の
字
の
つ
く
土

地
を
探
す
と
、
多
数
あ
っ

た
。
荏
原
郡
（
今
の
大
田

区
）
に
は
馬
込
、
馬
引
沢
、

多
摩
郡
に
は
馬
橋
、
豊
島

郡
に
は
馬
。
そ
の
う
ち
練

馬
は
方
角
が
い
い
の
で
、

さ
っ
そ
く
下
練
馬
村
の
北

の
本
村
に
御
殿
を
造
り
、

移
り
住
ん
だ
。

脚
気
は
、
は
だ
し
で
土

を
踏
め
ば
治
る
と
い
わ
れ

る
。
綱
吉
は
練
馬
に
来
て
、

自
然
に
親
し
ん
だ
の
で
、

病
気
も
日
増
し
に
良
く
な

っ
た
。

大
根
は
、
脚
気
に
よ
く

効
く
と
い
う
の
で
、
尾
張

か
ら
大
根
の
種
を
取
り
寄

せ
、
土
地
の
百
姓
、
大
木

金
兵
衛
に
作
ら
せ
た
。
練

馬
は
大
根
に
適
し
た
土
地

だ
っ
た
の
だ
。
秋
に
な
る

と
長
さ
三
尺
（
約
百
セ
ン

チ
）
、
重
さ
二
貫
（
約

７
・
５
キ
ロ
）
も
あ
る
す

ば
ら
し
い
大
根
が
穫
れ

た
。食

べ
て
み
る
と
、
口
に

合
い
、
綱
吉
は
喜
ん
で
毎

日
食
べ
病
気
も
だ
ん
だ
ん

良
く
な
っ
て
一
六
八
一

（
延
宝
八
）
年
に
は
見
ち

が
え
る
よ
う
に
丈
夫
に
な

っ
て
城
に
帰
っ
た
。

五
代
将
軍
に
な
る
と
、

練
馬
の
お
百
姓
さ
ん
た
ち

に
大
根
を
栽
培
さ
せ
て
、

江
戸
城
に
献
上
さ
せ
た
。

こ
れ
を
大
名
た
ち
に
ふ
る

ま
っ
て
自
慢
し
た
の
で
、

練
馬
大
根
の
名
が
た
ち
ま

ち
日
本
中
に
知
れ
渡
り
、

村
人
も
一
層
大
根
づ
く
り

に
精
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
。

資
料
　

ね
り
ま
の
昔
ば
な
し

 

馬
の
大
地

随
所
に
湧
水
と
沼

◎1983（昭和58）年3月　光が丘団地入居開始
光が丘ゆりの木商店街オープン
竹乃寿司　名代手打ちうどん水車　キングのクリー
ニング　理容ゆりの木　カクシン電機　文章堂やま
さ書房　精肉惣菜大塚ミート　青果篠原商店八百敏
薬化粧品かい薬局　菓子・ベーカリーサントノーレ
丸十　和洋酒神勇酒店　東京相互銀行　スーパーよ
しや　光が丘クリニック　光が丘歯科医院

◎同7月光が丘中央商店街オープン（第1期）
パン和・洋菓子モンジャルダン菊香堂　岡本青果
魚政　肉・惣菜 あまいけ 米・食料品はやしスト
アー　大枡酒店　喫茶ラボンヌ　そば・うどん元禄
薬・化粧品三共堂薬品　書籍文具タケヤ　ワール

ドクリーニング
◎1984（昭和59）年8月（同第2期）
たちばな園芸　目黒とうふ　ローマ靴店 さいと
う電器　美容室愛　理容男爵　中華・ラーメン大
盛軒　亀寿司　自転車りんりん　
住友銀行　三和銀行　平和相互銀行

◎1985（昭和60）年3月（同第3期）
西友ストアー
◎1987（昭和62）年4月　IMA開設
専門店（一部店舗を除く光が丘中央商店会を含む）
スポーツクラブNAS光が丘 NHK文化センター　
IMAホール NTT 東京電力テプコプラザ　東京
ガスキッチンランド　岡三証券　忠実屋　光が丘西
武　和光証券　住友銀行　三和銀行 IMATV45

☆大型店舗
忠実屋→ダイエー→AEON
光が丘西武→西友→LIVIN

練
馬
だ
い
こ
ん

朝
鮮
か
ら
の
使
節
団

た
く
わ
ん
漬
け

五
代
将
軍
綱
吉



 

 
▽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
三
益

舎
（
２
丁
目
）
＝
３
月

28
・
29
日
、
31
日
か
ら

４
月
２
日
ま
で
ご
愛
顧
感

謝
特
別
セ
ー
ル
で
定
価
の

20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
注
文
で
き

る
。
料
金
の
一
例
と
し
て

セ
ー
タ
ー
・
ス
カ
ー
ト
各

３
４
６
円
よ
り
、
ワ
ン
ピ

ー
ス
７
３
４
円
よ
り
、
オ

ー
バ
ー
・
コ
ー
ト
各
８
６

４
円
よ
り
、
メ
ン
ズ
ス
ー

ツ
上
下
９
０
７
円
よ
り

等
。
２
０
０
０
円
以
上
の

お
支
払
い
に
は
２
０
０
円

の
ク
ー
ポ
ン
券
が
も
ら
え

る
。

Tel
（
３
９
３
０
）
４
４
２
３

２
千
円
以
上
の
注
文
に
２
０
０
円

▽
外
科
　
胃
腸
科
　
肛

門
科
　
後
町
外
科
胃
腸
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
３
丁

目
）
＝
水
曜
日
の
午
後
は

休
診
に
な
っ
た
。

Tel
（
５
９
９
７
）
５
５
０
０

▽
内
科
・
小
児
科
　
桑

名
医
院
（
５
丁
目
）
＝
３

月
22
日
の
火
曜
日
は
休

診
。

Tel
（
３
９
７
６
）
３
２
３
０

初
め
て
の
方
は
５
０
０
円
引
き
に

水
曜
日
の
午
後
は
休
診
に

▽
ヘ
ア
ー
マ
ル
シ
ェ
　

赤
塚
店
（
２
丁
目
）
＝
カ

ッ
ト
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
顔

剃
り
付
き
の
男
性
調
髪
２

０
０
０
円
の
み
が
、
光
が

丘
新
聞
を
見
た
と
い
う

と
、
初
め
て
の
方
は
５
０

０
円
引
き
に
な
る
。
安
い
。

試
し
に
白
髪
染
め
・
カ
ラ

ー
を
と
、
お
考
え
の
方
に

は
３
０
０
０
円
が
２
５
０

０
円
に
。
こ
の
際
パ
ー
マ

を
と
思
わ
れ
た
方
は
４
０

０
０
円
が
３
５
０
０
円

に
。
気
持
ち
の
良
い
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
１

１
０
０
円
は
６
０
０
円
。

え
り
剃
り
付
の
カ
ッ
ト
は

男
性
、
女
性
、
子
ど
も
各

１
１
０
０
円
が
６
０
０
円

に
。
但
し
、
初
め
て
の
方

で
「
光
が
丘
新
聞
を
見
た
」

と
言
っ
た
方
に
限
る
。

店
は
、
東
上
線
下
赤
塚

駅
北
口
下
車
、
赤
塚
一
番

通
り
商
店
街
の
中
に
あ

る
。営

業
は
９
時
か
ら
19
時

30
分
。
木
曜
日
定
休

Tel
（
３
９
７
７
）
２
９
９
１

チ
ケ

ッ
ト

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
モ
ン
ゴ
ル
発
展
の
カ
ギ
・
子
ど
も
・
教
育
・
志
」。

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
モ
ン
ゴ
ル
の
留
学
生
た
ち
が
、
春
祭
り
と
い
う

意
味
を
も
る
ハ
ワ
リ
ン
バ
ヤ
ル
を
４
月
30
日
と
５
月
１

日
の
土
・
日
曜
日
、
光
が
丘
公
園
け
や
き
広
場
で
開
催

す
る
。
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
カ
レ
ッ
ジ
・
モ
ン
ゴ
ル
相

撲
・
民
族
衣
裳
デ
ー
ル
の
試
着
体
験
・
馬
頭
琴
演
奏
・

モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
書
道
・
ゲ
ル
の
展
示
・
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
・
缶
バ
ッ
チ
作
り
・
子
ど
も
（
競
馬
・
弓
・
相
撲
）

モ
ン
ゴ
ル
料
理
等
の
販
売
。
ス
テ
ー
ジ
は
音
楽
演
奏
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
民
族
舞
踊
・
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
一
色
に
染
ま
る
。

ハワリンバヤル2016は
4月30日と5月1日開催

さ

く

ら

花
の
王
者

雅
を
ま
と
い

わ
れ
ら
を
く
る
わ
せ
る

染
井
吉
野

人
生
の
節
目
に

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

私
も
両
親
も
祖
父
母
も

仏
さ
ま
た
ち
も

見
上
げ
た

○

○○

 



サ
ン
マ
ル
コ
広
場
や

リ
ア
ル
ト
橋
で
有
名
な

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
。

ア
ン
ネ
の
館
や
東
京
駅

の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た

と
い
う
、
中
央
駅
で
知

ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
。
両
都

市
と
も
運
河
を
中
心
と

し
て
発
展
し
た
街
で
あ

る
。
ベ
ニ
ス
も
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
運
河
も
世

界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
。

ベ
ニ
ス
は
ア
ド
リ
ア

海
の
最
深
部
の
潟
の
上

に
築
か
れ
た
１
５
０
を

こ
え
る
運
河
が
縦
横
に

走
る
水
の
都
で
あ
り
、

そ
の
真
ん
中
に
約
３
km

の
Ｓ
字
形
の
大
運
河
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
運

河
に
か
か
る
橋
は
４
０

０
を
越
す
が
、
そ
の
代

表
は
最
も
古
く
ア
ー
ケ

ー
ド
が
付
い
て
い
る
リ

ア
ル
ト
橋
で
あ
る
。

街
に
は
細
い
複
雑
な

道
が
続
き
、
自
動
車
で

の
移
動
は
不
可
能
で
自

転
車
の
利
用
も
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
水

上
バ
ス
、
水
上
タ
ク
シ

ー
が
使
わ
れ
、
警
察
、

消
防
、
救
急
輸
送
も
船

舶
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

運
河
に
面
し
て
玄
関
を

持
つ
建
物
も
多
い
。

又
、
こ
こ
の
顔
と
も

い
わ
れ
る
サ
ン
マ
ル
コ

広
場
は
寺
院
や
鐘
楼
、

そ
れ
に
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮

殿
等
で
囲
ま
れ
た
世
界

で
も
美
し
い
広
場
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

時
々
高
潮
等
で
水
没
す

る
こ
と
か
ら
住
民
や
観

光
客
の
動
き
に
影
響
を

与
え
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

運
河
に
は
ゴ
ン
ド
ラ

が
ひ
し
め
き
、
路
地
に

は
名
物
の
ベ
ネ
チ
ア
ン

グ
ラ
ス
等
の
土
産
店
、

ロ
ブ
ス
タ
ー
や
イ
カ
等

の
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
に

ホ
テ
ル
等
が
軒
を
連
ね

て
お
り
、
映
画
「
旅
情
」

で
見
た
美
し
い
光
景
が

今
も
変
わ
ら
ず
目
に
映

る
。
こ
の
地
は
運
河
や

海
の
恩
恵
を
最
大
限
う

け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
都

市
で
あ
り
交
易
の
中

心
・
中
継
地
で
も
あ
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
中
央

駅
を
中
心
に
市
内
に
運

河
が
広
が
っ
て
お
り
、

運
河
沿
い
に
は
豪
商
の

邸
宅
（
17
世
紀
）
等
が

並
ん
で
い
て
、
建
物
は

税
金
の
関
係
か
ら
間
口

が
狭
く
奥
行
き
の
深
い

も
の
が
多
い
。

街
並
み
を
見
て
い
る

と
目
視
で
明
ら
か
に
傾

い
て
い
る
と
分
か
る
建

物
が
あ
り
驚
い
た
が
、

住
ん
で
い
て
平
衡
感
覚

が
お
か
し
く
な
り
そ
う

な
も
の
も
現
役
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。

有
名
な
ア
ン
ネ
・
フ

ラ
ン
ク
の
家
も
運
河
沿

い
に
あ
り
、
一
般
公
開

さ
れ
て
い
て
日
本
語
の

イ
ヤ
ホ
ー
ン
も
貸
し
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
４

〜
５
階
建
て
の
家
の
屋

根
裏
部
屋
か
ら
は
広
い

空
が
見
え
て
い
た
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
観
光

船
か
ら
は
リ
ッ
チ
な
水

上
生
活
者
の
船
が
見
ら

れ
た
。
運
河
の
幅
は
広

く
両
側
に
は
並
木
道
と

家
並
み
が
ゆ
っ
た
り
と

美
し
く
、
ベ
ニ
ス
に
較

べ
る
と
建
物
と
の
距
離

が
あ
る
た
め
か
空
が
大

き
く
感
じ
ら
れ
た
。
街

の
中
心
部
に
は
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
の
「
夜
警
」
等

を
展
示
す
る
国
立
美
術

館
や
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ブ
テ
ッ
ク
等
が
並

ん
で
い
る
。
道
路
に
は

広
い
自
転
車
専
用
路
が

み
ら
れ
た
。

光
が
丘
は
、
計
画
当

初
か
ら
、
周
辺
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
配
慮
し
た

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

考
え
ら
れ
緑
道
（
自
転

車
道
）
ル
ー
ト
を
重
点

に
開
発
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
車
の
利
用
も
配
慮

さ
れ
て
い
る
が
。
ベ
ニ

ス
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

（
運
河
）
と
光
が
丘
（
緑

道
・
自
転
車
道
）
は
、

違
い
は
あ
る
が
ま
ち
の

イ
ン
フ
ラ
（
骨
格
）
づ

く
り
が
そ
の
時
代
の
ニ

ー
ズ
を
背
景
に
車
以
外

で
あ
る
こ
と
が
共
通
で

興
味
深
い
。

昭
和
13
年
新
潟
県
生

ま
れ
　
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住

-602-

 

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者
　

井
上
　
十
三
男

運
河
の
ま
ち
の
旅
か
ら

運
河
か
緑
道
で
ま
ち
を
構
成
す
る

私
の
海
外
旅
行
と
光
が
丘
③

27
年
中
に
警
視
庁
少
年
育

成
課
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
小
学
生
の
約

17
％
、
中
学
生
の
約
69
％
、

高
校
生
の
約
90
％
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し
て
い
る

と
回
答
し
て
い
る
。
子
ど
も

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
が

急
速
に
普
及
す
る
中
、
利
用

に
起
因
す
る
犯
罪
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を
守
る

に
は
、
家
庭
内
や
友
人
間
に

お
け
る
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
。

ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
を
作
っ
た

場
合
、
子
ど
も
の
約
86
％
が

ル
ー
ル
を
「
厳
守
し
て
い
る
」

ま
た
は
、「
大
体
厳
守
し
て
い

る
」
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

【
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
作
り
の

ポ
イ
ン
ト
】

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
へ

の
依
存
度
が
低
い
小
学
生
の

時
期
か
ら
作
る
②
押
し
つ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
、
子
ど
も

と
よ
く
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル

を
決
め
る
③
ル
ー
ル
を
書
い

た
紙
を
室
内
に
貼
り
認
識
を

持
た
せ
続
け
る

【
家
庭
内
ル
ー
ル
の
例
】

▽
利
用
で
き
る
時
間
帯
や

料
金
を
決
め
る
▽
リ
ビ
ン
グ

等
の
保
護
者
の
目
の
届
く
場

所
で
使
用
す
る
▽
食
事
中
や

勉
強
中
は
使
用
し
な
い
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
人
と
絶
対
に
会
わ
な
い
▽

ル
ー
ル
を
破
っ
た
ら
一
定
期

間
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
な
い

【
友
人
間
ル
ー
ル
の
例
】

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
や
り
と
り

の
時
間
を
決
め
る
▽
試
験
の

前
や
期
間
中
は
や
り
と
り
を

し
な
い
▽
相
手
を
思
い
や
っ

た
言
葉
を
選
び
、
仲
間
は
ず

れ
に
し
な
い
▽
友
人
の
個
人

情
報
を
勝
手
に
書
き
込
ん
だ

り
し
な
い
▽
す
ぐ
に
返
信
さ

れ
な
く
て
も
責
め
な
い

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、

有
害
な
サ
イ
ト
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
制
限
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

▽
ア
プ
リ
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
の
な
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
、
保
護
者
の
パ
ス
ワ
ー
ド

管
理
に
よ
り
ア
プ
リ
の
利
用

を
制
限
す
る
▽
必
要
と
思
わ

れ
る
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
は
個

別
に
設
定
で
き
る
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
を
解
除
し
な
い

光
が
丘
警
察
署

家
庭
内
や
友
人
間
で
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
を
作
ろ
う


